
 

 

 

 

 

薬物乱用防止教室 6/19(水) 

身近な薬物に潜む危険や薬物乱用の恐ろしさについて正しい知識を身につけ、決して薬物に手を出さ

ない態度を養うことを目的に、今年度も 3年生を対象に薬物乱用防止教室を開催しました。 

講師に、学校薬剤師の先生を迎え講話を行ってもらいました。途中担任の先生が「これ使ったら成績上

がったんだよ。眠気が覚めて。勉強がはかどるよ。」などと誘惑する役を務めロールプレイを行いました。

担任の先生の迫真の演技により中には、誘惑に負け、薬物を手にした生徒も・・・？ 

 

本校では、令和 3年度より、八郎川慰霊の灯実行委員会の方々のご協力を得て、「防災教育 八郎川慰

霊の灯プロジェクト」を開催しています。「八郎川慰霊の灯プロジェクト」は、「情報をどのように活用す

べきか」「適切な行動とするための判断の視点はどこか」などを、ディスカッション形式グループワーク

を中心に考えさせる防災教育プログラムです。 

今年度も、1年生の総合学習の時間を使って、八郎川や日見川の氾濫・土砂災害によって東長崎地区も

甚大な被害を受けた「長崎大水害」の記憶を、月日とともに風化させることなく、地域の未来の担い手で

ある本校生徒に引き継ぐことを目的に実施しました。 

グループワークでは災害時にとるべき行動を、家族構成、自宅のある場所、車の有無などの条件を設定

し、予報が出た段階や警報が出た段階においてどのような行動をとるかなどグループ内で協議を行いま

した。その後、グループ発表を行い、実行委員の方から助言や指導を受け、生徒はさらに考えを深めるこ

とができました。 

 

東日本大震災が起こった平成 23 年にいわき市の中学生を長崎市に招待したことから、いわき市の中

学生との交流が始まりました。今年が交流 10 回目の節目の年を迎え、初の試みとして、長崎市の中学

生がいわき市を訪問し、いわき市の中学生との交流や東日本大震災の実相や復興の道のりを学ぶなど、

貴重な学びや経験の場としたいと長崎市の中学生の生徒募集が行われました。 

長崎市内の多くの学校から多くの生徒が参加希望した中から 30 名の生徒が選考され、本校から 3 年

生の 2 名が派遣されることが決定しました。派遣後キャリアアップされた２人を楽しみに送り出したい

と思います。 
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内閣府主唱の「青少年の非行・被害防止全国強調月間」を受け

て、本県においても同期間を「ココロねっこ運動強調月間」と定

め、最重点課題として「インターネット利用におけるこどもの性

被害等の防止」をはじめ他 5項目を重点課題として取り組むこと

としています。 

 

〈全国強調月間の最重点課題〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


